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　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。10月5日🈷までに情報広報課（〒300-0192大和田562）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。

広報かすみがうら　令和 8年 9月 20 日

人生の
先輩

健康の秘訣をお聞きしました

「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎） 
☎ 029-897-1111

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶情報広報課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。

会話で繋がる
コミュニケーションの輪
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おりもと

本　孝
たかお

男さん（67歳）

　長年運送会社で務め、現在は市役所で庁舎間の書類配送をしてい
る折本さん。市内 11カ所の公共施設を巡り、書類の受け渡しをし
ています。
　「速度に気を付け、安全第一で運転しています。運転するのが好
きだからこそ、仕事として長く続いているのだと思います。目が良
く、大型免許の更新も問題なくクリアできているので、次回の更新
もスムーズにできるよう心掛けたいです。配送先では、職員とのコ
ミュニケーションも欠かせません。顔を合わせる時間が少ないから
こそ、会話をすることで良好な関係を築いています。いろいろな人
と会話を楽しむことが、健康の秘訣。これからも、笑顔と元気を届
けていきたいです」

問 図書館本館 ☎ 029-897-0647
ホームページでは、利用案内や図書検索
など図書館の情報を掲載しています▶

【図書館貸出促進キャンペーン】
応募者の中から抽選で 100 人の方にかすみがうにゃグッズをプレゼント！
期間：10 月 1日木～ 11月 8日日
場所：図書館本館（霞ヶ浦コミュニティセンター）
対象：図書館利用カードをお持ちの方
貸出点数：21 作品以上（本、視聴覚資料、雑誌）
※�本館・分館・中央出張所の貸出レシートは合算できます。
※応募者本人の図書館利用カードで借りた作品が対象です。
※�貸出期間の延長分はカウントされません。
応募方法：��応募用紙に貸出レシートを貼付し、11月８日日までに図書館へ提出。
❖ �11 月 18 日水 館内掲示・図書館ホームページで当選発表をします。当選者の
方は引換券を持参のうえ、申込先の図書館カウンターへお越しください。

【リサイクルブック無料配布】
日時：10 月 18 日日 午前 9時～午後 4時
場所：ふれあい生涯学習フェア会場（千代田コミュニティセンター）
　　　同日、図書館本館内でも一部リサイクルブックを配布します。
※一人 20冊まで　※持ち帰り用の袋や台車は各自お持ちください。
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ゆっくり本を楽しむ

■休館日：
月曜日（祝日の場合はその翌日）、
月末図書整理日
◎お話会（本館）：�
10 月 10 日土 午前 10 時 30 分
ハロウィンお話会
★秋の読書週間作品展示（本館）
10 月 16 日金～ 11 月 26 日木

トートバッグなど

日時：10月 3日土　午前 10時～正午
場所：ウエルネスプラザ 1 階 健診室・研修室 101
講師：絵本専門士　石川仁美先生
定員：25人（申込順）
申込方法：かすみがうら市立図書館までお電話ください

参加者募集
市読書会連合会文庫のつどい講演会

「絵本を楽しむための最初の一歩とその先のこと」
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10 月 図書館カレンダー

10 月から図書館再開！
読書の秋は図書館まつり

2 カ所同時開催！

週替わり
手作りの栞や缶バッジ
プレゼント！
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造り酒屋と通い徳利
～地域の日本酒文化～

　明治、大正と続いた造り酒屋が一の瀬橋近くの坂・有
河地区にありました。これは、良質な湧水を利用できた
ことから、酒造りに適した立地だったと言われています。
今では小売り店舗は姿を消してしまいましたが、酒蔵建
築は今でも残っており、当時の面影を今に伝えています
（写真1）。こちらの建物には、
当時は高い煙突があったらしい
のですが、戦時中に米軍機か
ら攻撃の目印になるということ
で、取り壊されてしまいました。
　さて、当家には口が小さく胴が膨らん
だ陶製の容器が残されています（写真2）。
この容器は「通い徳利」といい、別名「貸
し徳利」「貧乏徳利」とも呼ばれました。
これは、お酒の量り売り用の容器として貸し出されたも
ので、酒蔵の屋号や戸主名の一部が筆書きされていま
す。この徳利以外にも、数種の通い徳利が市歴史博物

館に収蔵・展示されており、近隣にも散見されることから、
当地周辺において量り売りの日本酒文化
が定着していたことが推察されます。酒
の銘柄については、当家所有の正角膳（写
真3）に「菊水」の銘が見えることから、
同銘柄が流通していたことが窺えます。
　このほか、「茨城県酒造組合」の看板も当家
に残っていました（写真4）。こちらは当地で造
り酒屋が営まれていた貴重な語り部であることか
ら、市歴史博物館に寄贈・収蔵されています。
当地周辺には、冬季に新潟から「酒造り出稼ぎ
人（越後杜氏の集団）」が来て酒造りを担って
いたという話が伝わっています。当時の有河は、
河岸として他地域の人々の往来に重要な機能を
果たしていました。一ノ瀬橋近くには、問屋や旅館もあっ
たようで、往時の賑わいが脳裏に浮かんできます。
　『出島村史』や『霞ヶ浦風土記』などの郷土史に関す
る図書の中には、意外なほど造り酒屋も含めた日本酒に
まつわる記述は見られません。多くの人々が関わり、味
わった日本酒にまつわる歴史・文化を調査し、後世に残
す作業も重要ではないかと考えています。

写真 1

写真 2

写真 4

写真 3

市民学芸員　二
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問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

写真1：酒蔵があったころ（水彩画）　写真2：通い徳利
写真3：正角膳の「菊水」「聲名轟万國」などの文字
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